
北
海
道
鉄
筋
業
協
同
組
合

北
海
道
鉄
筋
業
協
同
組
合

組組
合合
紹紹
介介

　

今
年　

9
月
に
発
生
し
ま
し
た
胆
振
東
部
地
震
の
際
は
、

全
国
の
皆
様
よ
り
ご
支
援
、励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
鉄
筋
業
協
同
組
合
は
、
昭
和
38
年
組
合
員
21
社
に

よ
り
鉄
筋
工
事
業
を
営
む
企
業
に
以
っ
て
、
鉄
筋
業
界
の
一

層
の
発
展
を
図
る
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
多
い
時
に
は
、

80
社
以
上
の
組
合
員
が
存
在
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
6
支
部
61
社
、
賛
助
会
員
16
社
で
構
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

昭
和
48
年
よ
り
、
事
務
局
と
し
て
利
用
し
て
い
た
ビ
ル
の

老
朽
化
に
伴
う
取
壊
し
の
為
、
今
年
3
月
に
事
務
所
を
移
転

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

事
務
所
と
し
て
45
年
間
使
用
し
て
い
た
場
所
で
も
あ
り
、
移

転
す
る
際
は
寂
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、心
機
一
転
、

職
務
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

当
組
合
は
、
経
営
の
近
代
化
・
合
理
化
の
促
進
、
鉄
筋
工

の
技
能
・
技
術
向
上
、
労
働
環
境
の
改
善
と
鉄
筋
工
の
確
保
・

育
成
を
目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

青
年
部
を
中
心
と
し
た
、工
業
高
校
へ
の「
出
前
講
座
」「
現

場
見
学
会
」
や
幾
多
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、「
鉄
筋

を
知
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
見
て
・
触
れ
て
・
実
際

に
体
験
し
て
も
ら
う
事
で
、
鉄
筋
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
未
来
の
技
能
者
・
職
人
の
確
保
、
育
成
に
繋
げ
る
事
を

目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
技
能
・
技
術
向
上
を
図
る
為
、
技
能
検
定
受
検
者

へ
の
各
講
習
会
を
開
催
し
、
一
人
で
も
多
く
の
鉄
筋
技
能
士

資
格
者
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
2
月
は
設
立
55
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

更
な
る
業
界
発
展
に
向
け
て
一
層
努
め
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
関
係
団
体
及
び
（
公
社
）
全
国
鉄
筋
工
事
業
協

会
初
め
、
会
員
皆
様
に
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

平成30年度秋季定例会決議
　国の施策である建設業働き方改革加速化プログラム
の一つ、「長時間労働の是正」の週休2日制は、「導入
の後押しをする」との表現にとどまり、実現には様々
な問題の解決から多くの時間を要することは必至であ
る。また、国の施策には、全鉄筋は如何なる問題があ
ろうとも加速化を以って積極的に取組む所存である。
　そうした中、今年の夏は災害に匹敵する猛暑を記録
し、現場で作業する技能者たちは、生死に係わる環境
下であったと言っても過言ではない。
　以上を鑑み、全鉄筋は政府、並びに関係団体に対し
て以下の決議を上申するものである。

全ての工事現場において
7月から9月の全ての土日を

休工する

平
成
三
十
年
度　
秋
季
定
例
会

平
成
三
十
年
度　
秋
季
定
例
会

（
雇
用
改
善
推
進
会
議
）
開
催
報
告

（
雇
用
改
善
推
進
会
議
）
開
催
報
告

　
　

平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日
（
金
）

　
　
　
　
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
」

A
．
定
例
会
報
告

一
．
開
会
の
辞	

副
会
長	

篠
森　

義
晴

一
．
全
鉄
筋
会
長
挨
拶	

会　
　

長	

岩
田　

正
吾

平
成
三
十
年
度　

秋
季
定
例
会
決
議

一
．
西
日
本
豪
雨
災
害
見
舞
金
の
目
録
贈
呈
、
支
援
御
礼

愛
媛
県
鉄
筋
業
協
同
組
合	

理
事
長	

山
本　

信
二

一
．
来
賓
祝
辞
・
挨
拶　
衆
議
院
議
員　
自
由
民
主
党　

中
山　

泰
秀
様

一
．
会
議

　

⑴
各
事
業
委
員
会
報
告

　
　

経
営
委
員
長	

副
会
長	

篠
森　

義
晴

　
　

技
術
委
員
長	

常
任
理
事	

新
妻　

尚
祐

　
　

教
育
訓
練
委
員
長	

専
務
理
事	

飯
島　
　

勉

　
　

広
報
委
員
長	
副
会
長	

知
念　

辰
昇

　
　

実
習
生
事
業
委
員
長	
副
会
長	

武
田　

美
治

　

⑵
就
労
人
口
調
査
、
社
会
保
険
加
入
状
況
の
纏
め
報
告

　
　

社
保
・
就
労
調
査
Ｗ
Ｇ	

Ｇ
Ｌ	
佐
々
木　

善
弘

　

⑶
女
性
活
躍
推
進
Ｗ
Ｇ
活
動
報
告	

常
任
理
事	

宮
本　

ゆ
り
子

　

⑷　

建
設
技
能
者
の
能
力
評
価
基
準	

理
事	

池
田　

愼
二

　

⑸　

各
地
区
に
お
け
る
受
注
単
価
・
労
務
状
況
等
報
告　

事
務
局

B
．
講
　
演

　
　
「
建
設
業
に
お
け
る
専
門
工
事
企
業
の
未
来
展
望
」

　
　
　

芝
浦
工
業
大
学　

工
学
部
建
築
工
学
科

	

博　
　

士	

蟹
澤　

宏
剛
様

一
．
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保　
「
業
務
災
害
総
合
保
険
」
説
明

一
．
閉
会
の
辞　

副
会
長　

知
念　

辰
昇

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。
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平成30年度 第28回（公社）全国鉄筋工事業協会 雇用改善 青年部全国連絡会議報
　

平
成
30
年
11
月
9
日
、
大
阪
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
最

後
と
な
る
全
鉄
筋
青
年
部
連
絡
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
西
鉄
筋
工
業
協

同
組
合
の
田
中
青
年
部
長
の
開
会
の
挨

拶
を
皮
切
り
に
、全
鉄
筋
の
岩
田
会
長
、

熊
谷
青
年
部
担
当
理
事
、
村
井
事
務
局

長
が
挨
拶
、
引
き
続
き
、
魅
力
あ
る
産

業
「
誇
り
あ
る
仕
事
」
を
テ
ー
マ
に
、

働
き
方
改
革
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
国
の
政
策
に
対
す
る
疑

問
に
答
え
る
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
岩
田
会
長
の
挨
拶
で
は
、
建

設
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変
す
る

中
、
若
年
労
働
者
の
確
保
と
育
成
に
加

え
、
職
人
さ
ん
の
処
遇
を
改
善
す
る
た

め
に
も
、「
働
き
方
改
革
」
や
「
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
」
へ
の
取
り
組
み
が
重
要

に
な
る
が
、
そ
れ
が
本
格
的
に
稼
働
す

る
の
は
10
年
後
に
な
る
だ
ろ
う
。
我
々

の
次
の
世
代
の
た
め
に
も
、
青
年
部
が

し
っ
か
り
と
考
え
、
行
動
し
て
ほ
し
い

と
檄
が
飛
ん
だ
。

　

働
き
方
改
革
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
働
き
方

改
革
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
各
地
区

の
幹
事
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
発
表
す
る

と
と
も
に
、
前
回
同
様
L
I
N
E
を
活
用
し
た
全
員

参
加
型
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
1
つ

め
の
議
題
は
、
週
休
2
日
制
に
よ
る
労
働
時
間
減
少

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
？
2
つ
目
は
、
生

産
量
が
減
り
、売
り
上
げ
も
下
が
る
こ
と
に
な
る
が
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
べ
き
か
？
3
つ
目
は
、
現

状
の
単
価
よ
り
も
値
上
げ
を
す
る
べ
き
か
？
ま
た
、

値
上
げ
を
す
る
際
に
は
ど
の
程
度
上
昇
す
る
べ
き
と

考
え
る
か
？
最
後
は
、
社
員
の
平
均
年
収
を
幾
ら
程

度
に
し
た
い
か
？
と
い
う
4
つ
の
議
題
に
パ
ネ
ラ
ー

だ
け
で
な
く
、
会
場
か
ら
も
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
後
に
、
北
信
越
地

区
の
代
表
幹
事
の
小
寺
氏
は
、
今
ま
で
週
休 

2
日

制
に
つ
い
て
歩
掛
、
生
産
性
、
受
注
単
価
、
賃
金
支

払
い
（
賃
上
げ
）
等
色
々
と
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
こ
の
場
を
情
報
収
集
の
場
と
思
っ
て
い
た

だ
き
、
各
県
、
各
地
域
様
々
な
作
業
環
境
、
単
価
、

交
渉
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
域
に
あ
っ
た
週
休

2
日
制
へ
の
順
応
性
を
活
発
に
し
、
今
日
会
議
に
来

て
い
る
方
々
の
意
見
や
考
え
方
を
参
考
に
し
て
も
ら

い
、
社
業
発
展
に
尽
力
し
て
頂
き
た
い
と
話
し
、
働

き
方
改
革
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
締
め
く

く
っ
た
。

　

国
の
政
策
に
対
す
る
疑
問
に
答
え
る
会
で
は
、
パ

ネ
ラ
ー
に
、
国
土
交
通
省
建
設
流
通
政
策
審
議
官
の

北
村
知
久
氏
、
芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
建
築
工
学
部

教
授
の
蟹
澤
宏
剛
氏
を
お
招
き
し
、
全
鉄
筋
の
岩
田

会
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
役
を
務
め
、
質
疑
応
答
形

式
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

Q
１　
公
共
工
事
で
の
導
入
で
は
進
ん
で
い
く
と
思

う
が
、
民
間
工
事
が
ど
う
進
ん
で
い
く
か
？

A
１　
（
岩
田
会
長
）
官
民
問
わ
ず
、
い
い
会
社
だ

と
公
共
工
事
で
は
登
録
基
幹
技
能
者
を
使
う
と
入
札

時
に
ポ
イ
ン
ト
が
付
く
。
下
請
け
が
優
れ
た
能
力
を

持
ち
、
い
い
専
門
業
者
を
抱
え
て
い
る
元
請
に
仕
事

が
発
注
さ
れ
る
よ
う
に
、
元
請
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
。
3
つ
星
で
は
な
く
、
4
つ
星
が
欲
し
い

と
い
う
流
れ
に
な
り
、
評
価
基
準
が
決
ま
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
理
解
が

得
ら
れ
る
仕
組
み
作
り
が
必
要
と
な
る
。（
北
村
氏
）

ゼ
ネ
コ
ン
に
頼

ん
で
も
実
際
に

施
工
す
る
の
は

専
門
業
者
で
あ

る
。
鉄
筋
工
の

仕
事
は
一
般
人

に
認
知
さ
れ
難

い
。
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
に
て
鉄
筋
工

の
見
せ
方
を
検

討
す
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。

発
注
者
に
も
周

知
を
進
め
て
い

る
。（
蟹
澤
教

授
）
日
本
の
発

注
制
度
で
は
ゼ

ネ
コ
ン
か
ら
仕

事
も
貰
う
形
態

は
変
わ
ら
な

い
。
設
備
業
者

は
希
望
が
通
る

（ 

Ｅ
Ｖ
は
三
菱
な
ど
）。
業
界
が
努
力
を
し
て
価
値

を
示
す
仕
組
み
を
作
っ
て
き
た
。（
ビ
ー
ル
マ
イ
ス

タ
ー
な
ど
）（
岩
田
会
長
）
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
対
応

を
行
う
鉄
筋
業
者
は
10
人
の
優
秀
な
職
長
を
抱
え
て

い
る
会
社
か
、
30
人
の
職
人
が
い
る
会
社
が
評
価
を

さ
れ
る
の
か
な
ど
不
明
確
で
あ
る
。
動
員
力
、
専
門

性
、
品
質
管
理
、
他
人
に
評
価
を
任
さ
な
い
こ
と
を

必
要
で
あ
る
。
専
属
下
請
け
を
評
価
す
る
か
も
再
考

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。
第
3
者
委
員
会
が
評
価
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
く
。
こ
の
仕
組
み
に
関
し
て
10

年
は
必
要
で
は
な
い
か
。

Ｑ
２　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
、
ど

の
程
度
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ
２
（
岩
田
会
長
）
評
価
の
大
枠
に
関
し
て
第
3
者

委
員
会
を
今
年
度
発
足
す
る
。
議
論
を
し
て
、
専
門

工
事
業
者
全
て
か
、
労
務
職
種
も
分
別
す
る
、
専
門

性
（
工
場
の
評
価
な
ど
）
シ
ス
テ
ム
も
決
ま
っ
て
い

な
い
。
来
年
に
4
月
に
評
価
シ
ス
テ
ム
も
来
年
度
中

に
行
う
予
定
で
あ
る
。
登
録
し
な
い
と
評
価
す
る
相

手
も
い
な
い
。
企
業
評
価
が
必
要
と
思
っ
て
も
ら
う

仕
組
み
作
り
で
、
シ
ス
テ
ム
発
注
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
理
事
会
の
決
議
で
変
わ
っ
て
い
く
が
、
企
業
評

価
は
来
年
に
登
録
を
終
わ
ら
せ
て
進
め
て
い
き
た

い
。
シ
ス
テ
ム
自
体
は
4
月
運
用
。
登
録
す
る
項
目

数
が
複
数
あ
る
。
登
録
の
チ
ェ
ッ
ク
に
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
。
実
務
の 

Q
＆
A
基
金
と
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
行
う
。
基
金
と
の
連
絡
を
密
に
し

て
進
め
て
い
く
。

Ｑ
３　
週
休
2
日
制
へ
の
移
行
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が

宣
言
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
場
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
は
全

く
そ
の
よ
う
な
話
は
な
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
動
き

は
地
場
に
も
浸
透
し
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ

と
も
実
際
は
大
手
だ
け
休
み
で
、
地
場
は
せ
い
ぜ
い

4
週
6
休
程
度
が
現
実
的
な
動
き
と
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？

Ａ
３　
（
北
村
氏
）
温
度
差
が
あ
る
の
は
事
実
で
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
と
地
場
ゼ
ネ
コ
ン
で
は
違
う
。
今
ま
で

よ
り
も
月
に
1
日
休
み
が
増
や
し
、
4
週
5
休
を
全

国
建
設
業
界
で
は
動
い
て
い
る
。
理
由
は
こ
れ
か
ら

の
職
人
が
入
っ
て
こ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ

る
。
ス
ピ
ー
ド
感
の
違
い
は
あ
る
。

（
蟹
澤
教
授
）
労
基
法
の
改
正
や
労
働
時
間
管
理
を

し
な
い
と
い
け
な
い
。
労
基
法
の
改
正
が
必
要
で
あ

る
。
担
い
手
確
保
で
休
日
を
し
っ
か
り
確
保
し
な
い

と
い
け
な
い
。（
岩
田
会
長
）
法
的
に
言
う
と
、
梁
・

ス
ラ
ブ
を
何
日
で
す
る
な
ど
の
契
約
は
し
て
い
な

い
。工
期
の
請
負
は
青
年
部
主
体
で
考
え
て
欲
し
い
。

工
期
の
部
分
で
一
定
基
準
を
設
け
て
対
策
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
工
期
請
負
を
ど
う
す
る
か
、
請
負
形

態
を
ど
う
す
る
か
課
題
で
あ
る
。
ト
ン
幾
ら
で
表
現

で
き
な
い
仕
事
と
ど
う
向
き
合
う
か
や
、
法
改
正
な

ど
で
対
応
で
き
る
か
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
今
回
で
代
表
幹
事
を
卒
業
す
る
こ
と
と

な
っ
た
、赤
澤
代
表
幹
事
か
ら
総
評
が
あ
り
ま
し
た
。

5
年
間
ま
と
め
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
総
評
で

赤
澤
代
表
幹
事
は
、
①
青
年
部
の
場
を
自
己
研
鑽
の

場
と
捉
え
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
そ
の
資
質
な
ど
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う
場
と
考
え
て
い
た
だ
き
、
実
力

を
得
た
後
全
鉄
筋
の
親
会
に
上
が
り
さ
ら
な
る
活
躍

し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
②
働
き
方
改
革
は
「
長
時
間

労
働
の
解
消
」
が
根
幹
。
課
題
が
多
く
何
か
ら
手
を

付
け
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
て
も
、

原
点
に
返
り
、
目
的
は
何
か
を
見
つ
め
直
し
、
で
き

る
こ
と
か
ら
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
③
国
の

政
策
に
対
す
る
疑
問
は
一
体
誰
の
疑
問
な
の
か
？
私

達
目
線
、
若
手
目
線
で
見
る
10
年
後
へ
の
疑
問
、
と

い
う
視
点
が
重
要
。
分
か
ら
な
い
所
が
あ
れ
ば
全
鉄

の
親
会
に
聞
い
て
み
る
、
岩
田
会
長
に
直
接
聞
い
て

み
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
閉
会
に
あ
た
り
、
次
年

度
の
開
催
地
の
石
川
県
鉄
筋
業
協
同
組
合
青
年
部
部

長
の
青
山
氏
よ
り
、
ま
た
来
年
に
皆
様
と
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
挨
拶
が
あ
っ

た
。青

年
部
連
絡
会
議
の
資
料
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

国
の
政
策
に
対
す
る
疑
問
に
答
え
る
会

（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

ま　
と　
め

働
き
方
改
革

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（2）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2018年（平成30）12月20日



各地区広報活動報告
中部神奈川県鉄筋業協同組合

叙勲褒章建設マスター

ジュニアマスター

町
田　

十
九
一

㈱
町
田
工
業　

代
表
取
締
役
社
長

全
鉄
筋
理
事　

長
崎

飯
島　
　

勉

飯
島
鉄
筋
工
業
㈱
代
表
取
締
役

全
鉄
筋
専
務
理
事　

愛
知

飯
島　

教
育
訓
練
委
員
長

松
川　

秀
樹　

マ
ル
ゼ
ン
建
鉄
㈱　

長
野
県

小
森　

宏
和　

南
武
㈱　

鉄
工
協

小
椋　

侑
規　

㈲
小
椋
工
業　

群
馬
県

飯
島　

教
育
訓
練
委
員
長

小
林　

美
穂

　
㈱
関
西
ス
チ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　

関
西

田
平　

耕
一
郎

　

正
栄
工
業
㈱

　
　
　
　

関
西

林
田　

秀
幸

　

㈲
林
田
鉄
筋
工
業

　
　
　
　

長
崎
県

古
澤　

弘
樹

　

㈱
マ
ル
シ
ョ
ー
鉄
筋
工
業

　
　
　
　

福
岡
県

今
村　

一
彦

　

南
武
㈱

　
　
　
　

鉄
工
協

柳
沼　

芳
紀

　

㈱
平
山
鉄
筋

　
　
　
　

福
島
県

天
野　

寿
博

　

㈱
ナ
ガ
セ

　
　
　
　

愛
媛
県

小
笠
原　

誠

　

大
邑
鉄
筋
工
業
㈲

　
　
　
　

島
根
県

喜
多　
　

晋

　

㈲
工
藤
建
設
興
業

　
　
　
　

徳
島
県

林　
　

純
一

　

㈱
み
つ
は
し
鉄
筋
工
業

　
　
　
　

北
海
道

▪2018.7.24〜7.25の２日間、パシフィコ横浜
⃝来場者数2万3千人うち鉄筋ブース740人
⃝10：00〜16：00
神奈川の職能協主催で「かながわしごと・技能体験フェスタ2018」へ
「はじめまして鉄筋です」というテーマで今年で３年目の参加になります。
開催日が夏休みの期間な為、主に小学生がお父さん、お母さんと共に来てく
れます。

対象が小学校低学年な為、鉄筋も軽く細い物を使いました。鉄筋で組上げた
モニュメントの周りをスタート→結束体験（ハッカー）→結束体験（機械）
→おもさ当て→曲げ切断体験→ゴールと、技能体験とスタンプラリーを合わ
せて行う形をとり楽しみながら体験できるようにしました。
また、作業着体験や圧接の動画、工場での電炉の動画、職人さんによる組立
実演、AR動画の展示、工具の展示等行い、大人でも楽しめるものも用意しま
した。３年目という事もあり、前回も来てくれた方が多くみられました。また、
１日に２回３回と来てくれる方が多かったです。

▪2018.11.10〜11.11の2日間、静岡建設祭りIN清水マリンパーク
⃝来場者数6000人
もっと知って鉄筋工事の事と題しまして、柱、梁、壁のモックアップと恐竜や
動物の鉄筋アートを会場で展示しました。モックアップを使用し、そこでは結
束体験も行い小中学生を中心に沢山の方に伝えることが出来ました。

▪2018.11.12建設専門工業合同体験フェアINオアシス21
⃝対象者　愛知、岐阜、三重、静岡の県内の高校、専門学生約300人が対象
結束体験や座学、（鉄筋の種類、継ぎ手の種類、構造部位等）を説明し、1組
40分を7組に分け、9：00〜16：00まで行った。工業高校や専門学校の生徒
たちは、興味を持って来ている方が多く、熱心に説明を聞いていました。特に
女子生徒の結束体験の器用さが目立ちました。

叙勲褒賞

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会（3） 2018年（平成30）12月20日



◆今年９月に「女性就労人口調査（会員企業アンケート）」を実施し、
1007社中720社（71.5％）から回答を得ることができました。
　回答720社中142社の企業（約20％）で女性技能者（計276名）が働い
ていることに、ある意味驚きと安堵を感じます。鉄筋工事は十分に女
性が活躍できる業界ではないでしょうか、でも今は、その数は男性を
含む技能者総数の0.9％に過ぎません。
　年齢の記載があった235名の年齢構成は30歳以下が48名（約20％）で、
グラフでは36歳〜50歳の年齢層が最も高く、経験年数のグラフでは1/3
が20年以上のベテラン技能者です。このことから女性は以前から既に
就労してきたことが読み取れます。（次回の調査では年齢も書いてくだ

さいね…）
　また、男性を含む就労人口データと同様に、中間層に比べて若年層は減少していますので、今後、入職を希
望する女性を迎える良い環境を整えたいと思います。そのためにも、女性ネットワークによる情報発信に努め
て参りますので、皆様のご理解をお願いいたします。� ≪女性活躍推進WGより≫
◆11月15日、（一社）建設産業専門団体連合会の全国大会において、「女性技能労働者から見た建設現場“夢と希望”
を求めて」をテーマにパネルディスカッションが開催されました。
　コーディネーターは㈱CHANCE for NE代表取締役社長清水レナ氏、パネリストは全ク連、全室協、日左連、全防協、富士教育訓練センター、そし
て全鉄筋からは関西鉄筋工業協同組合の中村奈々さんが参加しました。職長を務める中村さんは“実現したい夢”の問い掛けに対して、「社内に女性だけ
のチームを作りたい、また、女性作業所長と女性職長の集まりで建物を造ってみたい」と語り、力強く快
活に意見を述べておられました。（お疲れ様でした…）
◆12月18日、（一財）建設業振興基金の「建設産業女性活躍推進ネットワーク」会議が開催されます。これ
は国土交通省が指導し実施されているもので、現在エントリーしている25団体が参加し、組織的・人的な
相互交流の促進、それぞれの活動等の情報共有、好事例などの意見交換を行います。全鉄筋からは女性活
躍推進WGの宮本委員長、加藤委員が参加いたします。
　全鉄筋にとっても何か参考になるものがあるといいですね。� ≪またまた女性活躍推進WGからでした≫

　

北
海
道
建
設
部
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
仕

事
を
選
ぶ
と
き
に
最
も
大
き
な
影
響
力
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
道
商
連
を
中
心
に
、
道
建
協
、

道
専
連
、
行
政
な
ど
が
連
携
し
て
、
母
親

を
対
象
に
し
た
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ど
ん
な
職
業
で
も
同
じ
で
す
が
、
家
族

や
親
戚
な
ど
で
身
近
に
建
設
業
に
携
わ
っ

て
い
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
仕
事
に
つ
い

て
知
る
き
っ
か
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
会
に
同
席
し
た
人
に
よ
る
と
「
建
設

業
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
。
子
供
が
建
設

業
に
行
き
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
支

援
し
た
い
。」と
い
う
発
言
が
印
象
的
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

国
家
資
格
も
取
れ
る
私
達
鉄
筋
の
仕
事

を
、
母
親
を
巻
き
込
ん
で
全
国
的
に
展
開

で
き
れ
ば
イ
メ
ー
ジ
も
上
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

是
非
、
全
国
鉄
筋
母
親
の
会
の
開
催
を

立
ち
上
げ
ま
し
ょ
う
。

木
浪　

裕
子

編
集
委
員

委
員
長　

知
念　

辰
昇
（
鉄
工
協
）

副
委
員
長　

宮
本
ゆ
り
子
（
山　

口
）

　
　
　
　
　

木
浪　

裕
子
（
北
海
道
）

　
　
　
　
　

工
藤　

桂
一
（
神
奈
川
）

　
　
　
　
　

田
浦　

真
一
（
関　

西
）

　
　
　
　
　

兼
澤　

伸
至
（
広　

島
）

編
集
後
記

トピックス

広
報
委
員
会
委
員
長　

知
念　

辰
昇

―
鉄
筋
工
事
の
安
全
と
品
質
は

―
鉄
筋
工
事
の
安
全
と
品
質
は

ど
ち
ら
が
重
い
か
―

ど
ち
ら
が
重
い
か
―

　

鉄
筋
工
事
は
構
築
物
の
大
切
な
構
造
体
を

担
っ
て
お
り
、
品
質
事
故
の
責
任
問
題
で
は

我
々
企
業
の
生
死
に
も
関
わ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
品
質
事
故
は
時
と
金
を

掛
け
れ
ば
や
り
直
し
が
出
来
る
。

　

人
命
が
掛
か
っ
て
い
る
安
全
は
、
現
場
の

人
身
事
故
も
交
通
事
故
も
や
り
直
し
、
即
ち

事
故
前
に
戻
す
事
が
で
き
ま
せ
ん
。（
ド
ラ

え
も
ん
な
ど
漫
画
の
世
界
は
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
“
も
と
い
”
も
出
来
ま
す
が
…
）

　

私
的
感
で
あ
り
ま
す
が
、
わ
た
し
は
敢
え

て
安
全
と
結
論
付
け
た
い
。

　

今
年
の
夏
は
全
国
的
に
42
℃
43
℃
…
と
も

の
す
ご
い
猛
暑
を
記
録
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
空
調
服
の
浸
透
の
お
陰
で
鉄
筋
工
の
熱

中
症
が
例
年
に
比
べ
あ
ま
り
増
加
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
、
空
調
服
を
も
っ
と
推
進
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

　

で
は
、
鉄
筋
工
事
に
お
い
て
ど
う
す
れ
ば

重
篤
事
故
を
最
小
限
に
防
げ
る
か
。

　

そ
れ
は
落
ち
な
い
、
落
と
さ
な
い
、
倒
さ

な
い
、
こ
の
3
点
に
気
配
り
目
配
り
す
る
こ

と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
注
意
対
象
と
し
て
は
、
１
．
熱
中

症
の
経
験
者
、
２
．
事
故
っ
た
人
、
３
．
事

故
っ
た
班
に
再
発
の
可
能
性
が
あ
り
、
１
．

新
規
入
場
の
人
、
２
．
応
援
の
人
、
３
．
外

国
実
習
生
も
要
注
意
で
す
。

　

安
全
は
会
員
各
社
が
、
各
社
ル
ー
ル
・
現

場
ル
ー
ル
を
厳
守
す
る
こ
と
に
よ
り
確
保
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

分
か
り
き
っ
た
こ
と
、
当
た
り
前
の
こ
と

が
出
来
な
い
の
で
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

釈
迦
に
説
法
で
し
た
。
日
々
細
心
注
意
、

ご
安
全
に
…

職
業
選
択
の
相
談
相
手

第
1
位
は
母
親

平成３０年度 女性就労人口調査

女性在籍
20%

(現場・加工場) 女性在籍企業割合

( 720社中142社 276名 )

職職種種 人人 比比率率

現現場場

加加工工場場

合合計計

平成３０年度 女性就労人口調査

9

19

8
5

11 12 12

5
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6
4

1

3

4

5
8

19

21

14

15

15

20

11

6

0

5

10
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30

35
(現場・加工場) 女性年齢別就労人口

加工場(人)
現場(人)

平成３０年度 女性就労人口調査

12

25

15

27
24

32

26

74

0

10

20

30

40

50

60

70

80
（女性技能者）経験年数別就労人口

関
西
鉄
筋
工
業
協
同
組
合

専
門
工
事
業
の
若
手
人
材
の

専
門
工
事
業
の
若
手
人
材
の

確
保
・
育
成
を
め
ざ
す

確
保
・
育
成
を
め
ざ
す

　

当
組
合
と
近
畿
建
設
躯
体
工
業
協
同
組

合
、
関
西
圧
接
業
協
同
組
合
は
平
成
28
年
12

月
に
3
協
組
の
連
合
体
と
し
て
専
門
工
事
業

の
若
手
人
材
の
確
保
・
育
成
を
め
ざ
す
「
関

西
職
人
育
成
塾
」
を
立
ち
上
げ
、
平
成
29
年

2
月
1
日
付
け
で
大
阪
府
よ
り
職
業
訓
練
認

定
団
体
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
昨
年
度

か
ら
会
員
企

業
の
新
入
社

員
等
を
対
象

に
し
た
鉄
筋

基
礎
講
習
を

開
催
し
、
こ

の
2
年
間
で

合
計
30
名
が

受
講
し
ま
し

た
。

　

4
月
か
ら
約
3
週
間
の
日
程
で
実
施
し
て

い
る
講
習
で
は
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
や

建
築
概
論
、
安
全
衛
生
教
育
、
鉄
筋
組
立
作

業
の
ほ
か
玉
掛
け
や
ク
レ
ー
ン
、足
場
組
立
、

高
所
作
業
車
と
い
っ
た
資
格
の
取
得
も
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
講
師

は
会
員
企
業
の
ベ
テ
ラ
ン
職
人
を
中
心
に
、

安
全
衛
生
教
育
等
に
つ
い
て
は
（
一
社
）
日

本
建
設
業
連
合
会
関
西
支
部
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
講
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
4
月
の
受
講
者
を
対
象

に
夏
期
講
座
を
開
催
し
図
面
の
読
取
り
や
グ

ル
ー
プ
討
議
、
2
級
検
定
モ
デ
ル
の
組
立
な

ど
を
行
い
個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

し
た
。
3
期
目
と
な
る
来
年
度
も
4
月
初
旬

か
ら
の
開
講
を
め
ざ
し
現
在
、
会
員
企
業
か

ら
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（4）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2018年（平成30）12月20日


